
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ヤマザクラを市民や事業者の方に育てていただき、老樹になった市

内のソメイヨシノに代えて植えていく取組みを、三田市が始めました。 

学校校内や、武庫川の土手を彩るサクラは、「ソメイヨシノ」と呼ばれる

人がかけ合わせて作られた品種です。ソメイヨシノは、クローン（挿し木

や接ぎ木）で増やされたため、自分で子孫（種）を増やすことができませ

ん。また、同じ遺伝子を持つために、伝染病がまん延しやすい弱さを持

ちます。そこで自然環境の保全と、美しい春景の保護に向けて、ヤマザ

クラの育苗活動に取り組んでいるところです。 

【企 業 参 画】  １１月には、三田市近郊に事業所を

持つ企業にも育苗を呼びかけました。『神姫バス(株) 

三田営業所』、『エスペック（株） 神戸 R&D センタ

ー』 、『新日本カレンダー(株) 三田工場』の３事業

所さんが協力表明くださりました。 

 

「里山」― それは、暮らしを支え、生きものを育む 半自然 

三田市里山情報紙 編集・発行：三田市里山のまちづくり課 Tel. 079-559-5226  

んだ さ 里山めぐり 
   ヤ マ ザ ク ラ の 育 苗 活 動 ～ 未 来 に つ な ご う 桜 彩 る 街  

里親会について、ハニーFMのアーカイブ

で詳しくお聞きいだだけます！  

  
令 和 5 年 

１ 月 号
第 7 号 過去号はこちら↑ 

【市 民 参 画】  ６月に、市民に育苗を呼びか

ける「さくらの里親会」を開催し、市内の親子

ら２５人が参加しました。ヤマザクラの特徴や、

苗の栽培方法などについて人と自然の博物館

で学んだ後、ヤマザクラが自生する木器（こう

づき）の里山で、種を集めました。種はご自宅

に持ち帰って、苗に育てていただきます。 

 種まきは１１月～１月が適しているということ

で、参加されたみなさんはちょうど今頃、種を

蒔いているころと思います。 

 育った苗は令和７年以降、武庫川桜づつみ

回廊や学校などでの植栽を予定しています。  

 現地の準備や案内は、開催場で保全活動をしてい

る 『もりんちゅうの会』 さんが協力くださいました。 

ヤマザクラの実を拾う参加者 = 三田市木器 
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市役所の担当職員も自宅で種まきしました！自分が蒔

いた種が苗に育ち、将来、みんなの目を楽しませている

景色を思いうかべると、わくわくしますね。 

 さまざまな 主体と 協働・連携 した取組み  ～ヤマザクラ 育苗活動 

【専 門 機 関】 人と自然の博物館には、ヤマザクラに

関する専門的な知見をいただくとともに、育苗のご協力

をお願いしています。１１月末、種まきをされるということ

で、研究員の石田先生にご案内いただきました。 

 博物館には、野生植物、特に絶滅危惧植物の保護を

目的として、様々な野生植物を栽培・育成する『ジーン

ファーム』という施設があります。木器（こうづき）のヤマ

ザクラもこの施設で苗に育てられます。 

 石田先生は、「ヤマザクラは日本に元から生息してい

た在来種ですが、地域の環境によって、異なる特徴（遺

伝子）を持っています。三田市に自生している種を育

て、植樹していくことが大事です。」と、おっしゃられて

いました。 

【先 進 地 視 察】 県立 尼崎の森中央緑地は、工場があった

埋立地を、市民や企業と協働しながら、森をつくる取組みをさ

れています。県民が苗木を１年間育て、中央緑地に自分の手で

植樹する『苗木の里親』にも取り組まれています。苗木活動に

ついて、現地で勉強をさせていただきました。 

 

私たちが学校、公園、河川敷で楽しんでいる桜のほとんどはソメイ

ヨシノです。しかし、古来、日本人が愛で、和歌や絵画で題材とされ

てきたのはヤマザクラでした。 

 

「 桜 」 か ら み る 里 山 の 今 人 の 手 が 入 っ て い る 里 山 林 

しかし、エネルギーが石油やガスに代わり、里山に人の手が入ら

ず、多くの森が薄暗くなっています。日本の文化をつくってきたヤマ

ザクラも将来、姿を消してしまうかもしれません。 

管 理さ れな く な っ た 里 山放 置林 

里山の保全を通じて、桜で楽しさや憩いを感じられ、賑わいがあ

るまちづくりに取り組みます。 

三田市は、桜を守るだけでなく、桜を楽しみ、育み、未来につなぐ

「三田さくら物語」プロジェクトをスタートさせました。 

「住みつづけたいまち三田」、持続可能なまちのシンボルとして、桜に

まつわる様々な取組みを展開してきます。 

ヤマザクラは、日光がよく当たる明るい場所を好みます。昔は、

薪、木炭、肥料に使うために、人が木を伐っていたので、木がまばらで

明るい山が普通にありました ― そう、『里山』 です。市内の森は、約

９割が里山として使われてきました。 


